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1 概要 

提供する「XEM8320_SiTCP_XG_EEPROM」（以後、本ファイル）は、OpalKelly社製評価ボード

XEM8320用です。SFPケージに 10GbE用 SFP+を実装して使用して下さい。また、本ファイルは当社製品

「SiTCP-XG NetKey_SYZYGY」を Port Dに接続することで全ての機能が使用できます。接続していない場

合、SiTCPのパラメータの保存及び ForceDefaultの解除ができません。 

本ファイルは「SiTCP-XG NetKey_SYZYGY」を接続する PORT Dの電圧を 1.2V(デフォルト)から 3.3Vに

設定する必要があります。1.8V以上であれば動作しますが、LED ランプの輝度が得られません。 

表 1-1にファイル一覧を示します。本ファイルには「clk_wiz_0」モジュール、「xxv_ethernet_0」モジュールが

含まれていません。AMD社の Vivado Design Suite（以後 Vivado）で作成して下さい。作成方法については

後述します。 

 

表 1-1 ファイル一覧 

項番 ファイル名 説明 

1 XEM8320_SiTCP_XG_EEPROM.v トップモジュール 

2 XEM8320_SiTCP_XG_EEPROM.xdc 制約ファイル 

3 RBCP_TEST.v RBCPのサンプルソース 

4 TCP_TEST.v TCPのサンプルソース 

5 SiTCPXG_XCAUP_128K_V4.v SiTCP-XGのポート宣言 

6 SiTCPXG_XCAUP_128K_V4.edf SiTCP-XGの本体 

7 TIMER_SiTCPXG.v SiTCP-XG用タイマ 

8 WRAP_SiTCPXG_XCAUP_128K.v SiTCP-XG用ラッパ 

       SiTCP-XGのライブラリ[1]として提供されています。 

 

図 1-1 階層構造  
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2 プロジェクト作成 

2.1 新規プロジェクト作成 

VIVADOの Create Projectから新規プロジェクトを作成します。 

 

ADD Sources と Add Constraintsには何も入れず nextを押します。 

Default Partは以下の通り、「xcau25p-ffvb676-2-e」に設定します。 
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2.2 Sourceの追加 

本ファイルを追加します。 

ADD Sourcesから以下の通りに Sources と Constraintsの追加をします。 
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3 IP コア生成 

プロジェクト作成後に IP コアの作成を行ってください。モジュール名は各項に従ってください。 

以下は vivado2025.1で作成した場合です。 

3.1 Clocking wizard 

Vivadoの[IP Catalog]をクリックします。[IP Catalog]の検索欄に Clocking Wizardを入力すると

「Clocking Wizard」が出てくるのでクリックします。あとは以下の画像の通りに設定して作成してくださ

い。Component Nameは「clk_wiz_0」にしてください。 

 

 



 

5  

 

 

 

 



 

6  

 

 

 

 

 

 



 

7  

 

3.2 10G/25G Ethernet Subsystem 

Vivadoの[IP Catalog]をクリックします。[IP Catalog]の検索欄に 10G/25G Ethernet 

Subsystemを入力すると「10G/25G Ethernet Subsystem」が出てくるのでクリックします。あとは以

下の画像の通りに設定して作成してください。Component Nameは「xxv_ethernet_0」にしてくださ

い。 

合成後にライセンス由来のクリティカルワーニングが発生しますが、今回設定する「Ethernet 

PCS/PMA 64-bit」、「BASE－R」を使用する場合には支障ありません。 
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4 FPGAへの書き込み 

Bitstream生成後、以下の通りに設定をして Configuration fileを作成します。 

Memory Partは「is25WP256d-spi-x1_x2_x4」を指定してください。 
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5 使用方法 

XEM8320で動作させる上での注意点です。 

 

5.1 SFP+の取付 

SFP1の SFPケージに 10GbE用（10GBASE-SR用など）の SFP+を取り付けてください。 

 

5.2 DIPスイッチ設定 

「SiTCP-XG NetKey_SYZYGY」の SW1の 4番（GPIO_DIP_SW[3]）を ON (ForceDefault解

除)にして使用してください。 

「SiTCP-XG NetKey_SYZYGY」を使用しない場合は常に ForceDefault状態になります。 

「SiTCP-XG NetKey_SYZYGY」の SW1の１～３番は、TCPの送信データを SiTCP-XGに書込

む時のバス幅を指定します。スイッチの設定とバス幅の関係を表 5-1に示します。なお、最大性能とな

る全て ONにすることを推奨します。 

 

表 5-1 ディップスイッチ 1～3の設定 

DIPスイッチ 
バス幅 

3 2 1 

OFF OFF OFF 1Byte（USER_TX_D[63：56]） 

OFF OFF ON 2Byte（USER_TX_D[63：48]） 

OFF ON OFF 3Byte（USER_TX_D[63：40]） 

OFF ON ON 4Byte（USER_TX_D[63：32]） 

ON OFF OFF 5Byte（USER_TX_D[63：24]） 

ON OFF ON 6Byte（USER_TX_D[63：16]） 

ON ON OFF 7Byte（USER_TX_D[63： 8]） 

ON ON ON 8Byte（USER_TX_D[63： 0]） 
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5.3 IPアドレス 

ForceDefault時の IPアドレス、ポート番号を表 5-2に示します。 

ForceDefaultを解除した場合は「SiTCP-XG NetKey_SYZYGY」に保存された IPアドレス、ポー

ト番号で動作します。 

 

表 5-2 ForceDefault時の IPアドレス、ポート番号 

項目 値 

IPアドレス 192.168.10.10 

TCPポート番号 24 

UDPポート番号（RBCP） 4660 

 

5.4 レジスタ設定 

RBCP の 0x00000004 のレジスタでテストモードを設定します。詳細は「6 レジスタ」を参照して下さ

い。 
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6 レジスタ 

本サンプルで実装している RBCPスレーブのレジスタマップを表 6-1に示します。 

 

表 6-1 RBCP メモリマップ 

アドレス 
Byte数 説明 

開始 終了 

00000000 00000003 4 バージョン表示 

00000004 00000004 1 制御レジスタ 

00000010 00000010 1 送信レート 

00000011 00000013 3 送信ブロックサイズ 

00000014 00000017 4 送信シーケンスパターン 

00000018 0000001F 8 送信データ数 

 

6.1 バージョン表示（0x00000000～0x00000003） 

バージョン表示用レジスタです。SiTCP-XGコアの REG_FPGA_VERポートの値と同じです。 

 

6.2 制御レジスタ（0x00000004） 

基本動作の設定を行います。制御レジスタのビットマップを表 6-2に示します。 

 

表 6-2 制御レジスタのビットマップ 

bit位置 名称 意味 

bit7 SiTCPXG_OPEN_REQ 
1：クライアントモード開始 

0：クライアントモード停止 

bit6 LOOPBACK 
1：ループバック 

0：通常のデータ送信 

bit5 

NOT_USE 

未使用 

・読出し：0 

・書込み：無効 

bit4 

bit3 

bit2 

bit1 SELECT_SEQ 
1：シーケンスモードで送信 

0:通常モードで送信 

bit0 DATA_GEN 
1：データ生成許可 

0：データ生成禁止 
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6.2.1  SiTCPXG_OPEN_REQ (0x00000004:bit7) 

１を設定する事で SiTCP-XG コアからセッションを開くクライアントモードでの動作を開始し

ます。クライアントモードで使用する場合、接続先の情報を SiTCP-XGに設定する必要があり

ます。詳細は、「SiTCP-XG 説明書」[2]を参照してください。 

なお、本ビットは接続先からセッション切断が通知されると０に戻ります。 

 

6.2.2  LOOPBACK (0x00000004:bit6) 

１を設定すると TCPセッションが確立時に、受信したデータをそのまま送信します。０を設定

すると受信データは破棄されます。 

 

6.2.3 SELECT_SEQ (0x00000004:bit1) 

生成データを送信するときにのみ有効です。１を設定すると 0x00000014～0x00000017で

指定するバス幅のパタンで TCP送信データを SiTCP-XG コアに書込みます。０を設定すると

ディップスイッチで指定したバス幅で TCP送信データを SiTCP-XG コアに書込みます。 

なお、ループバックの場合は、最適なバス幅で TCP送信データを SiTCP-XG コアに書込

みます。 

 

6.2.4 DATA_GEN (0x00000004:bit0) 

LOOPBACK=0の時にのみ有効です。１を設定すると TCPセッションが確立時に生成デー

タを送信します。LOOPBACK=0かつ DATA_GEN=0の時は、セッションが確立しても何も

データを出力しません。 

生成データは、1byte、初項 0x01公差 1、項数 255の等差数列（0x01から 0xFF）の繰り

返しです。また、データの発生レートは 0x00000010で制御（初期値 10Gbps）します。発生レ

ートは 0x00000011～0x00000013で指定するブロックサイズ単位に制御します。指定したブ

ロックサイズをバースト転送し次のブロックまでの送信時間でレートを制御します。なお、レート

制御より SiTCP-XGからのフロー制御が優先されます。また、TCP送信データの書込みバ

ス幅によっても最大レートは制限されます。 

 

6.3 送信レート (0x00000010) 

生成データの発生レートを 100Mbps単位で設定します。初期値は 100（0x64）であり 10Gbpsで

す。 

 

6.4 送信ブロックサイズ (0x00000011～0x00000013) 

レート制御する単位を Byte単位で設定します。初期値は 0x0d0000(851,968)です。ブロックとブロ

ックの間には１クロックのデッドタイムが発生するため、ブロックサイズを小さくすると希望するレートが

得られない場合があります。 
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6.5 送信シーケンスパターン (0x00000014～0x00000017) 

SELECT_SEQ (0x00000004:bit1)が１の場合に有効です。ここに設定される 32bitのデータは 8

個のニブルデータ（4bit）でバス幅を指定します。0は送信なし、1～8は１クロックに送出する Byte

数、9～Fは使用禁止です。初期値は 0x60808040です。6Byte-送信なし-8Byte-送信なし-8Byte-送

信なし-4Byte-送信なしの繰り返しパタンです。 

送信シーケンスはセッション切断で初期化され、セッション確立時に 0x00000014の bit7～bit4の

バス幅から送信します。 

 

6.6 送信データ数 (0x00000018～0x0000001F) 

データ生成する Byte数を指定します。ここで設定した Byte数の生成が終わると生成を終了しま

す。セッションの切断で初期化されるので再度セッションを確立すると再び設定数のデータを生成しま

す。初期値は、0xFFFF_FFFF_FFFF_FFFFなので実質的に終了しません。 
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7 備考 

7.1 最大送信レート 

バス幅、送信ブロックサイズよって SiTCP-XGに入力できる送信データの最大帯域が制限されま

す。表 7-1に送信バス幅とブロックサイズによる最大帯域を示します。 

 

表 7-1 最大帯域 (単位：Gbps) 

ブロックサイズ 
バス幅 

1 Byte 2 Byte 3 Byte 4 Byte 5 Byte 6 Byte 7 Byte 8 Byte 

1 Byte 0.625 1.250 1.875 2.500 3.125 3.750 4.375 5.000 

10 Byte 1.136 2.273 3.409 4.545 5.682 6.818 7.955 9.091 

100 Byte 1.238 2.475 3.713 4.950 6.188 7.426 8.663 9.901 

1,000 Byte 1.249 2.498 3.746 4.995 6.244 7.493 8.741 9.990 

10,000 Byte 1.250 2.500 3.750 5.000 6.249 7.499 8.749 9.999 

100,000 Byte 1.250 2.500 3.750 5.000 6.250 7.500 8.750 10.000 
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8 参考資料 

・[1] SiTCPXG_Netlist_for_Artix_UltraScalePlus (SiTCP-XG 本体) 

（GitHub - BeeBeansTechnologies/SiTCPXG_Netlist_for_Artix_UltraScalePlus: SiTCPXG Library 

(edif file) for AMD Artix UltraScale+. · GitHub） 

 

・[2]SiTCP-XG 説明書 

（SiTCP / SiTCP-XG | Bee Beans Technologies Co. Ltd.） 

 

9 来歴 

来歴 

Ver 日付 変更内容 

1.0.8 2026/04/09 初版制定 
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